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概要
概要

「平成２５年度発電用原子炉等廃炉・安全技術基盤整備事業（使用済燃料プールから取り出した燃
料集合体他の長期健全性評価」の一環として、１Ｆ４ＳＦＰから取り出した使用済燃料に対する調査
を実施。今後、結果が取りまとまり次第、調査結果を報告する。

現場作業実施期間

平成２６年１１月１８日～１１月２５日（実施済）

実施内容

① 燃焼度、燃料タイプ等を勘案し選定
した５体の燃料に対して、水中テレ
ビカメラによる外観点検を実施

② 外観点検を実施する５体の燃料につ
いて、腐食の影響を確認するため被
覆管の酸化膜の厚さを測定

③ 外観点検を実施する燃料のうち２体
について、燃料上部のロックナット部
の一部を一時的に取り外し、ロック
ナット内側等の外観観察を実施
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